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当初予算を可決
令和８年度

令和８年度第１回定例会は、２月20日から
３月18日までの27日間にわたり開催されました。

今年度の予算のポイント
《８つの施策の柱で市政を運営》

防災・減災への対策と取組

子育て・教育

関係人口創出の取組

防災事業
2,138万円

「気象防災アドバイザー」の
助言を活かして地域防災力の

強化を進めます。

子育て支援事業（拡充）
934万円

「胎内市こども計画」を策定し、
ヤングケアラーや子育て家庭の
孤立などの諸課題に対応します。

大学・高校・地域連携推進事業
550万円

都市地域等から地域おこし協力隊を招
致して、新潟食料農業大学及び開志国
際高等学校に通う学生と地域との連
携を促進し、地域活性化を図ります。

洋上風力発電事業

産業・観光の振興

洋上風力発電関連・
円滑推進　84万円
事業者や市民と共に地域振興
策を検討するなど、洋上風力
発電事業を基軸とした
まちづくりを進めます。

有害鳥獣対策事業（拡充）
1,990万円

農作物に被害を及ぼす鳥獣の
捕獲体制の強化や、不要果樹の
伐採に要する費用補助を

実施します。

高齢化社会への対応・コミュニティ支援

生涯学習施設の整備

デジタル化の取組

介護予防・地域交流推進事業
（新規）160万円
高齢者が参加しやすい環境を
整備し、介護予防プログラムの
提供や交流活動の場の拡充を

図ります。

生涯学習施設整備事業
（新規）１億 274万円
生涯学習をはじめとする市民
活動の拠点となるよう、
基本設計等に着手して

いきます。

雇用促進支援事業
（新規）946万円
新たな労働力の掘り起こしに

つなげるため、単日・短時間就労を
対象としたマッチングシステム（胎内
マッチボックス）を導入します。

■一般会計（歳入・総額）の推移
　 平成29年度～令和8年度 当初予算ベース　 ※単位：億円

■主要歳出項目の推移
　 平成29年度～令和8年度 当初予算ベース　 ※単位：億円
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当初予算の内訳
グラフで見る（※１万円未満は、四捨五入のため、合計が合わない場合があります。）

■以下の３種類を合わせたものが本市の予算です。
①一般会計（191億7,800万円）

市税や国から配分される地方交付税などを財
源に、市の基本的な行政サービスを行う金銭
の収支です。

②特別会計（74億7,890万円）
特定の収入によって事業を行い、その収支を
明確にするために一般会計とは別に設置した
会計です。

③公営企業会計（48億7,702万円）
民間企業と同じように事業収益によって運営
している会計です。

■公営企業会計

公営企業会計
予算額

収入 支出

下水道
収益的 12億6,876万8千円 9億4,375万7千円

資本的 6億419万4千円 10億8,706万3千円

農　排
収益的 7億115万5千円 5億6,501万8千円

資本的 4億1,340万円 6億8,326万6千円

水　道
収益的 6億5,179万6千円 6億9,731万4千円

資本的 3億1,530万円 5億5,144万9千円

簡　水
収益的 1億9,215万6千円 1億9,978万1千円

資本的 1億1,286万5千円 1億3,712万3千円

工　業
収益的 1,154万9千円 1,225万8千円

資本的 0円 0円

■特別会計
予算額

収入 支出

国民健康保険事業 28億1,540万円

後期高齢者医療 4億9,770万円

介護保険事業 38億510万円

黒川歯科診療所運営事業 4,110万円

地域産業振興事業 2億6,630万円

鹿ノ俣発電所運営事業 5,330万円

下水道…公共下水道事業
農　排…農業集落排水事業
水　道…水道事業
簡　水…簡易水道事業
工　業…工業用水道事業

※収益的収支：サービス提供による収入と運営にかかる経常的な支出入
　資本的収支：施設や設備の取得・改良など将来の支出入

市税
38億6,297万円
（20.1％） 繰入金

6億3,220万円
（3.3％）

諸収入
3億7,006万円
（1.9％）

使用料・手数料
2億4,101万円
（1.3％）

その他
18億623万円
（9.4％）

地方交付税
61億7,900万円
（32.2％）

国県支出金
34億6,998万円
（18.1％）

市債
15億819万円
（7.9％）

地方消費税交付金・地方譲与税等 
11億836万円
（5.8％）

歳入
191億
7,800万円

民生費
55億9,383万円
（29.2）

公債費
24億9,785万円
（13%）

教育費
23億9,022万円
（12.5％）

総務費
22億9,953万円
（12％）

土木費
15億8,822万円
（8.3％）

衛生費
12億4,104万円
（6.5％）

消防費
6億3,397万円
（3.3％）

農林水産費
8億4,857万円
（4.4％）

商工費
8億2,516万円
（4.3％）

議会費
1億4,195万円
（0.7％）

その他
11億1,766万円
（5.8％）

歳出
191億
7,800万円

■一般会計
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予算審査特別委員会
　令和８年度一般会計をはじめとする
12会計の予算について、議長を除く
全議員で構成する予算審査特別委員会
を設置し、２日間にわたり審査を行い
ました。主な質疑を紹介します。

 

一
般
会
計

総
務
費

　

質 

奨
学
金
返
済
支
援
補
助
金
の

予
算
額
と
見
込
み
件
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　

答 

予
算
額
240
万
円
で
、
約
20
件

の
申
請
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

質 

奨
学
金
返
済
支
援
の
一
人
当

た
り
の
補
助
額
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　

答 

１
か
月
あ
た
り
1
万
円
。
年

額
の
上
限
は
12
万
円
で
あ

る
。

　

質 

第
２
種
運
転
免
許
の
取
得
支

援
補
助
金
は
誰
が
対
象
か
。

　

答 

タ
ク
シ
ー
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

事
業
者
を
対
象
と
し
て
い

る
。

　

質 

一
人
当
た
り
の
補
助
額
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　

答 

一
人
当
た
り
20
万
円
を
補
助

す
る
計
画
で
あ
る
。

民
生
費

　

質 

新
規
の
「
※
胎
内
マ
ッ
チ

ボ
ッ
ク
ス
」
の
予
算
額
と
内

訳
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

答 

総
額
946
万
円
で
、
シ
ス
テ
ム

構
築
に
429
万
円
、
運
営
支
援

や
登
録
促
進
な
ど
に
275
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

　

質 

事
業
者
や
求
職
者
の
側
に
は

ど
の
程
度
の
需
要
が
あ
る
の

か
。

　

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
事
業
者
の
４

割
、
学
生
の
７
割
が
利
用
し

た
い
と
回
答
し
た
。

※
胎
内
マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス

短
日
短
時
間
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
。

ス
キ
マ
時
間
を
活
用
し
て
働
き
た
い

学
生
や
一
般
の
求
職
者
と
人
手
不
足
の

市
内
企
業
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼予算審査の流れ

求人
募集

時短

マッチングマッチング
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う
な
る
の
か
。

　

答 

税
率
は
据
え
置
き
と
し
、
市

民
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
配

慮
し
て
い
る
。

　

質 

低
所
得
者
に
向
け
た
保
険
税

の
軽
減
措
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

答 

前
年
の
所
得
が
同
じ
で
あ
る

と
仮
定
し
た
場
合
、
そ
れ
に

応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２
割
の
軽
減

が
あ
り
、
対
象
は
全
世
帯
の
約
58.3
％

を
見
込
ん
で
い
る
。

 

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業

　

質 

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
の
予
算
と

件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

答 

通

信

料

と

し

て
26

件

分
、

３
万
５
千
円
を
計
上
し
て
い

る
。

　

質 

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
を
な
ぜ
導

入
す
る
の
か
。 

　

答 

検
針
業
務
が
困
難
な
個
所
を

検
針
す
る
た
め
で
あ
る
。

教
育
費

　

質 

小
学
校
の
給
食
費
の
負
担
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

答 

令
和
８
年
度
は
小
学
校
の
給

食
費
を
無
償
化
す
る
計
画
で

あ
る
。

　

質 

中
学
校
の
給
食
費
も
小
学
校

と
同
様
に
無
償
化
さ
れ
る
の

か
。

　

答 

中
学
校
は
無
償
化
で
は
な
い

が
、
物
価
高
騰
分
を
市
が
公

費
で
カ
バ
ー
す
る
。

 
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

　

質 

令
和
８
年
度
か
ら
子
ど
も
子

育
て
支
援
制
度
が
始
ま
る

が
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
は
ど

農
林
水
産
費

　

質 

不
用
果
樹
の
伐
採
補
助
金
の

予
算
や
件
数
は
ど
の
く
ら
い

か
。

　

答 

40
件
の
申
請
を
見
込
み
、
伐

採
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限

５
万
円
）
で
、
柿
や
栗
な
ど
が
対
象
。

燃
料
費
や
機
材
の
借
上
料
、
謝
礼
、

業
者
へ
の
委
託
料
な
ど
も
含
ま
れ

る
。

　

質 

こ
の
補
助
制
度
を
導
入
し
た

最
大
の
目
的
は
何
か
。

　

答 

放
置
さ
れ
た
果
実
が
熊
な
ど

の
野
生
動
物
を
誘
引
す
る
の

を
防
ぐ
と
い
う
獣
害
対
策
が
主
眼
で

あ
る
。

商
工
費

　

質 

「
胎
内
な
ぞ
と
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な

事
業
内
容
な
の
か
。

　

答 

親
子
で
市
内
の
数
箇
所
を
巡

り
、
隠
さ
れ
た
暗
号
や
パ
ズ

ル
を
解
い
て
物
語
を
進
め
る
体
験
型

ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

　

質 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
場

所
を
周
遊
す
る
計
画
な
の
か
。

　

答 

樽
ケ
橋
遊
園
や
美
術
館
、
ク

ア
ハ
ウ
ス
た
い
な
い
な
ど
の

拠
点
を
周
遊
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　

質 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待

し
て
い
る
の
か
。

　

答 

胎
内
市
の
魅
力
を
発
掘
し
、

子
ど
も
や
訪
れ
る
人
が
魅
力

を
体
感
で
き
る
機
会
を
創
出
し
た

い
。

　

質 
本
町
の
活
性
化
に
向
け
た 

イ
ベ
ン
ト
の
予
算
額
は
ど
の

く
ら
い
か
。

　

答 

新
規
事
業
と
し
て
93
万
６
千

円
を
計
上
し
、
商
店
街
の
賑

わ
い
創
出
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

質 

具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な

催
し
を
計
画
し
て
い
る
の

か
。

　

答 

既
存
の
マ
ル
シ
ェ
等
に
加
え
、

月
に
１
回
程
度
の
歩
行
者
天

国
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

令和 8年度に無償化される
小学校の給食
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会派代表者質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

令和８年度施政方針について令和８年度施政方針について

時短！

議
員
　
市
が
現
在
実
施
し
て
い
る

「
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
の

内
容
を
見
直
し
、
複
数
の
介
護
事

業
所
で
随
時
受
け
入
れ
る
方
法
に

変
更
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
見
直
し
内
容
は
。

市
長　

市
が
直
営
で
実
施
し
て
い

る
教
室
方
式
か
ら
、
介
護
保
険
事

業
所
に
、
業
務
を
委
託
す
る
方
法

に
変
更
す
る
。
こ
れ
ま
で
３
か
月

ご
と
に
、
20
人
程
度
の
対
象
者
を

受
け
入
れ
、
集
団
指
導
に
よ
り
、

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
た
方
法
か
ら
、
対
象
者
を
随

時
受
け
入
れ
、
５
人
程
度
の
小
集

団
に
対
し
て
、
個
別
指
導
も
取
り

入
れ
な
が
ら
実
施
す
る
方
法
に
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
と
し

て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
。

市
長　

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、

単
日
、
短
時
間
の
就
業
機
会
を
創

出
す
る
も
の
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
求

職
者
が
、
市
内
で
働
き
や
す
い
環

境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

事
業
者
に
お
け
る
求
人
情
報
の
掲

載
等
に
か
か
る
事
務
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
短
期
就
労
の
円
滑
な
受

け
入
れ
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
人

材
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い

く
。

議
員
　
地
域
住
民
の
減
少
と
高
齢

化
に
よ
り
、
集
会
所
の
管
理
運
営

を
担
う
、
役
員
な
ど
の
人
材
不
足

や
集
会
所
の
維
持
管
理
に
か
か
る

費
用
負
担
の
増
加
な
ど
、
こ
れ
ま

で
集
会
所
が
培
っ
て
き
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が
低
下
し
、
喪

失
す
る
可
能
性
が
心
配
さ
れ
る

が
、
現
状
に
対
し
て
の
考
え
は
。

市
長　

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
集
会
所
建
設
補
助
金
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
加

え
、
新
た
な
自
治
会
活
動
応
援
型

補
助
金
を
創
設
し
た
。
行
政
と
し

て
、
で
き
得
る
支
援
に
努
め
、
地

域
の
主
体
性
や
共
助
の
力
を
高
め

て
い
く
。

議
員
　
「
城
の
山
古
墳
」
の
全
体
の

整
備
計
画
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

教
育
長　

令
和
３
年
度
に
策
定
し

た
整
備
基
本
計
画
を
も
と
に
、
７

年
度
に
基
本
設
計
を
行
い
、
８
年

度
に
実
施
設
計
、
９
年
度
か
ら
古

墳
本
体
の
工
事
を
始
め
る
。
そ
の

後
周
辺
広
場
の
公
園
整
備
工
事
を

行
い
、
14
年
度
ま
で
に
整
備
を
完

了
す
る
予
定
。

議
員
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設

計
画
と
設
置
場
所
は
。

教
育
長　

城
の
山
古
墳
の
近
辺
に

出
土
品
の
展
示
や
解
説
を
行
う
た

め
の
施
設
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
古
墳
の
公
園
化
と
並
行

し
な
が
ら
、
具
体
的
な
整
備
計
画

と
適
切
な
設
置
場
所
を
定
め
る
予

定
で
あ
る
。

人
口
減
少
に
よ
る
集
会
所
の

　
　
　
　

維
持
管
理
に
つ
い
て

﹁
城
の
山
古
墳
﹂の

　
　

整
備
に
つ
い
て

城の山古墳

渡 辺  宏 行  議 員

緑風会
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会派代表者質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

少子化について

議
員
　
気
候
変
動
に
よ
る
熱
中
症

対
策
の
必
要
性
や
、
子
供
た
ち
の

学
習
の
場
と
共
に
、
災
害
発
生
時

の
避
難
場
所
で
も
あ
る
学
校
体
育

館
の
空
調
設
備
が
求
め
ら
れ
、
国

も
早
期
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

文
部
科
学
省
の
資
料
に
よ
る
と
、

小
学
校
体
育
館
の
延
床
面
積
900

㎡
で
空
調
面
積
720
㎡
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
で
は
、
空
調
設
備
工
事
費

３
千
500
万
円
～
４
千
万
円
、
断
熱

工
事
費
で
400
万
円
～
700
万
円
と
積

算
さ
れ
、
そ
の
場
合
、
小
学
校
５

校
で
２
億
３
千
500
万
円
、
国
庫
補

助
金
、
そ
の
他
の
補
助
金
等
を
充

当
す
る
と
実
質
負
担
額
は
25
％

で
約
５
千
875
万
円
位
で
設
置
で
き

る
。

市
長　

本
市
の
体
育
館
の
面
積
は

900
㎡
以
上
の
規
模
で
あ
り
、
近
年

の
建
築
資
材
や
労
務
費
の
高
騰
等

と
整
備
内
容
に
も
よ
る
が
小
学
校

５
校
で
５
億
円
以
上
と
試
算
。
交

付
金
に
は
※
補
助
単
価
が
あ
り
、

整
備
手
法
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し

も
25
％
の
負
担
額
と
は
限
ら
な
い
。

議
員
　
昨
年
、
一
昨
年
の
猛
暑
日

で
体
育
館
で
の
授
業
が
出
来
な

か
っ
た
日
は
何
日
あ
っ
た
か
。

学
校
教
育
課
長　

暑
さ
指
数
に
よ

り
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
日
が

数
日
間
位
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。

※
補
助
単
価

文
部
科
学
省
が
定
め
る
体
育
館
の
空

調
整
備
に
お
い
て
補
助
す
る
㎡
単

価
。
Ｒ
７
年
３
月
６
日
時
点
で
は
、

５
万
３
千
円
前
後
。

少子化について

築地小学校

校名 R8 R9 R10

きのと 11人（10） 13人 11人

築地 15人（16） 18人 14人

黒川 15人（14） 11人 11人

R8年度～R10年度までの小学校入学
予定人数（R７年５月現在）。

カッコはR8年度入学者数

中条小学校体育館

学
校
体
育
館
の

　

空
調
設
備
に
つ
い
て

議
員
　
出
生
数
の
減
少
で
、
小
学

校
の
入
学
児
童
も
減
少
し
て
お

り
、
小
学
校
の
統
合
も
早
期
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
新
た
に
校
舎
を

建
て
替
え
せ
ず
、
既
存
の
校
舎
を

活
用
し
て
統
合
を
早
期
実
現
で
き

な
い
か
。

教
育
長　

校
舎
が
使
え
る
か
ら
と

い
っ
て
す
ぐ
に
統
合
の
話
を
先
行

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
、
保

護
者
な
ど
の
意
見
を
十
分
聞
き
、

議
論
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

統
合
は
校
舎
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
通
学
、
教
員
の
配
置
、

地
域
と
の
合
意
形
成
、
様
々
な
諸

活
動
等
総
合
的
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

天 木  義 人  議 員

政和会



8胎内市議会だより　№89
令和8年4月30日発行

会派代表者質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

高齢者の人間ドック助成引き上げについて

市
長　

引
き
続
き
物
価
高
に
係
る

食
材
費
上
昇
分
を
支
援
す
る
。

議
員
　
令
和
８
年
度
予
算
に
お
い

て
、
小
学
校
の
基
本
設
計
を
行
う

と
し
て
い
る
が
全
小
学
校
か
。

市
長　

市
内
全
５
校
の
小
学
校
を

対
象
に
基
本
設
計
を
一
括
し
て
実

施
す
る
。

議
員
　
審
議
会
で
は
、
市
が
示
し

た
６
つ
の
候
補
地
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
候
補
地
の
現

地
調
査
は
依
頼
し
た
の
か
。

市
長　

市
か
ら
一
律
に
現
地
調
査

を
依
頼
す
る
こ
と
は
行
っ
て
い
な

い
。
委
員
の
多
く
の
方
が
地
域
の

状
況
を
認
識
し
て
い
る
し
、
個
々

に
確
認
し
た
方
も
い
た
た
め
、
比

較
検
討
を
行
う
上
で
十
分
な
情
報

提
供
が
行
わ
れ
、
そ
の
下
地
は
整

え
ら
れ
て
い
た
。

議
員
　
昨
年
11
月
28
日
に
、
市
議

会
か
ら
「
様
々
な
手
法
を
用
い
て

広
く
市
民
の
声
を
把
握
し
、
的
確

に
反
映
さ
せ
る
」
こ
と
を
要
望
し

た
が
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。

市
長　

要
望
書
の
趣
旨
を
尊
重

し
、
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

市
と
し
て
の
方
針
決
定
を
行
う
。

高齢者の人間ドック助成引き上げについて

昨年の 11月に要望書を提出

生
涯
学
習
施
設
に
つ
い
て

議
員
　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
伴
う

助
成
額
は
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入

者
は
受
診
額
の
３
分
の
２
補
助

で
、
上
限
２
万
５
千
670
円
。
し
か

し
、
75
歳
に
な
る
と
、
１
万
円
の

み
の
助
成
で
し
か
な
い
。
高
齢
者

が
気
軽
に
安
心
し
て
ド
ッ
ク
を
受

診
で
き
る
よ
う
国
保
並
み
の
助
成

額
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
に

一
般
財
源
を
上
乗
せ
し
て
１
万
円

の
費
用
助
成
を
継
続
し
て
い
る
。

現
在
の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
額
を

維
持
し
つ
つ
、
健
康
維
持
を
主
眼

と
し
た
支
援
を
強
化
す
る
。

議
員
　
給
食
費
の
支
援
に
つ
い

て
、
小
学
校
は
近
隣
自
治
体
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討
す
る
と
し
て

い
る
が
、
動
向
は
ど
う
か
。
ま
た
、

保
護
者
負
担
な
し
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

新
発
田
市
、
村
上
市
、
阿

賀
野
市
、
聖
籠
町
及
び
関
川
村
の

全
て
の
小
学
校
で
、
国
か
ら
の
交

付
金
の
差
額
を
自
治
体
の
負
担
で

無
償
化
を
行
う
。
当
市
に
つ
い
て

も
無
償
化
す
る
考
え
で
あ
る
。

議
員
　
中
学
校
の
無
償
化
の
考
え

は
ど
う
か
。

小
中
学
校
の
給
食

　

無
料
化
に
つ
い
て

小
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

丸 山  孝 博  議 員

日本共産党胎内市議団
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会派代表者質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

総合計画後期基本計画について総合計画後期基本計画について

議
員
　
後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た

各
分
野
の
施
策
に
つ
い
て
、
全
体

的
な
評
価
と
達
成
度
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

全
29
施
策
の
う
ち
全
体
の

７
割
を
超
え
る
施
策
に
お
い
て
進

捗
が
図
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
遅

れ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
社

会
情
勢
等
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必

要
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
目
標
設
定
し
た
事
業
に
つ

い
て
、
達
成
で
き
た
も
の
、
達
成

が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
要
因
分

析
を
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

計
画
策
定
時
に
想
定
し
た

対
象
者
数
な
ど
の
需
要
が
下
回
っ

た
こ
と
や
、
天
候
不
順
、
社
会
情

勢
の
影
響
な
ど
で
あ
っ
た
と
捉
え

て
い
る
。

議
員
　
若
者
や
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
が
、
住
宅
、
子
育
て
支

援
、
教
育
、
働
く
場
の
確
保
な
ど

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

市
長　

若
い
人
に
と
っ
て
魅
力
が

あ
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
や
、
文
化
芸
術
の
充

実
な
ど
も
大
切
で
あ
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
関
連
付
け
た
支
援
策
や
Ｐ

Ｒ
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
国
は
東
京
一
極
集
中
の
是

正
を
掲
げ
て
い
る
が
、
本
市
と
し

て
東
京
圏
と
の
関
係
性
と
役
割
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

自
然
と
、
農
業
や
中
山
間

地
域
活
性
化
の
取
組
な
ど
、
魅
力

に
関
係
づ
け
て
胎
内
市
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
観
光
で
訪
れ

る
交
流
人
口
の
拡
大
と
関
係
人
口

へ
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
を
し
て

い
き
た
い
。

議
員
　
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
年
次

で
あ
る
２
０
３
０
年
ま
で
残
さ
れ

た
期
間
を
踏
ま
え
、
重
点
的
に
取

組
む
べ
き
分
野
や
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
持
続
可
能
な

開
発
目
標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
永

続
性
の
あ
る
考
え
方
の
下
で
課
題

を
捉
え
、
各
分
野
に
お
い
て
で
き

得
る
取
組
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

持
続
可
能
な
開
発
目
標
。

貧
困
、
環
境
破
壊
、
不
平
等
な
ど
17

の
目
標
と
169
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成

さ
れ
た
世
界
共
通
の
行
動
計
画
。

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た

　

地
方
創
生
の
取
組
に
つ
い
て

樽ケ橋河川公園

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て

渡 辺  栄 六  議 員

公明党
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一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

支え合いの推進について

議
員
　
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
は
土
日
及
び
平
日
の
６
時
半
か

ら
23
時
ま
で
利
用
で
き
る
が
、
そ

の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
長　

住
民
票
が
29.4
％
で
印
鑑
登

録
証
明
書
が
26.2
％
で
あ
る
。
所
得

証
明
書
等
の
税
証
明
に
つ
い
て
も

サ
ー
ビ
ス
開
始
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

支え合いの推進について

議
員
　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

の
中
に
お
い
て
、
地
域
で
の
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
市
民

協
働
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加

者
数
や
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働

事
業
数
が
い
ず
れ
も
目
標
値
を
上

回
り
、
市
民
協
働
の
基
盤
が
成
熟

し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
更
に
連

携
を
深
め
、
市
民
が
主
体
と
な
る

活
動
へ
の
支
援
な
ど
新
た
な
協
働

の
機
会
を
創
出
し
て
い
く
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員
　
今
年
度
新
設
し
た
自
治
会

活
動
応
援
型
補
助
金
の
有
効
性
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

主
体
的
な
取
り
組
み
に
活
用
さ
れ

て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
き
っ
か

け
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

の
主
な
使
途
と
し
て
は
、
世
代
間

交
流
の
取
り
組
み
や
、
集
会
所
の

改
修
に
向
け
た
基
金
の
積
み
立
て

な
ど
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
や
、
災
害
時
に
備
え
て
の
備

品
購
入
な
ど
、
地
域
の
支
え
合
い
・

助
け
合
い
に
関
す
る
取
り
組
み
に

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
使
途
に
悩

ま
れ
て
い
る
地
域
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
担
当
職
員
が
出
向
き
、
説

明
や
相
談
に
応
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員
　
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ

と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
介
護
予
防
の
取
組
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

介
護
予
防
推
進
の
た
め
の

重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
随

時
型
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
、
要
介
護
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
た
高
齢
者
を
速
や
か
に
回
復

さ
せ
る
と
と
も
に
、
通
い
の
場
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

市
長　

令
和
７
年
度
か
ら
グ
ッ

ピ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
い
う
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
の
形
式
で
日
ご
ろ
の
歩
数

を
競
い
、
運
動
の
習
慣
化
を
目
指

し
て
い
る
。

グッピーヘルスケアポイント交換会景品

Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て

健
康
長
寿
の

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

渡 辺  秀 敏  議 員
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一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

病院への支援について病院への支援について

議
員
　
新
聞
等
で
病
院
の
経
営
難

に
つ
い
て
報
道
さ
れ
る
な
か
、
２

月
９
日
に
黒
川
病
院
と
中
条
中
央

病
院
を
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で

視
察
し
て
き
た
。
両
病
院
と
も
市

内
在
住
の
勤
務
職
員
の
割
合
は

40
％
を
超
え
、
利
用
患
者
は
黒
川

病
院
が
40
％
、
中
条
中
央
病
院
が

70
％
を
超
え
て
い
た
。
両
病
院
は

職
員
確
保
が
困
難
な
上
、
物
価
高

騰
で
経
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
聞
い
た
。
両
病
院
へ
の
市
の
支

援
実
態
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

は
。

市
長　

中
条
中
央
病
院
に
対
し
て

は
第
２
次
救
急
医
療
を
担
っ
て
い

る
の
で
、
病
院
群
輪
番
制
運
営
補

助
金
と
第
２
次
救
急
医
療
運
営
費

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
ほ
か
、

医
療
設
備
購
入
費
と
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
診

断
装
置
導
入
費
用
の
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
黒
川
病
院
へ
補
助

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
中
条
中
央

病
院
・
黒
川
病
院
の
両
病
院
へ
燃

料
費
や
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

を
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を
活

用
し
支
給
し
て
い
る
。
両
病
院
と

も
地
域
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
重
要
な
医
療
機
関
で
あ
り
、

引
き
続
き
必
要
に
応
じ
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

議
員
　
２
月
投
票
の
衆
議
院
議
員

選
挙
で
外
国
人
の
対
応
に
つ
い
て

争
点
に
な
り
、
市
内
の
外
国
人
が

気
に
か
か
っ
た
。
国
籍
別
人
数
や

労
働
状
況
等
に
つ
い
て
は
。

市
長　

令
和
８
年
１
月
末
現
在

の
外
国
人
登
録
者
数
は
370
人
で
、

国
籍
別
で
は
23
か
国
で
中
国
130

人
・
ベ
ト
ナ
ム
74
人
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
55
人
で
ア
ジ
ア
地
域
が
77
％

で
あ
る
。
在
留
資
格
別
で
は
、
留

学
生
101
人
・
就
労
者
178
人
・
そ
の

他
91
人
。
労
働
者
の
就
労
実
態
は

把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
は

適
切
な
把
握
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
内
閣
府
は
、
単
な
る
労
働

力
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
社
会

を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
受
け
入

れ
、
互
い
に
尊
重
し
、
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る

が
。

市
長　

地
域
に
お
い
て
も
、
人
権

を
尊
重
し
て
、
お
互
い
さ
ま
の
考

え
で
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
整
備

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員
　
市
報
た
い
な
い
12
月
１
日

号
に
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
た
委
員
の
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ

た
が
、
電
話
番
号
が
載
っ
て
い
な

い
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
そ

の
理
由
は
。

市
長　

要
支
援
者
へ
の
訪
問
活
動

等
の
際
に
、
委
員
の
方
が
自
ら
連

絡
先
を
伝
え
て
い
る
ほ
か
、
市
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
民
生
委

員
へ
つ
な
ぐ
対
応
を
し
て
お
り
、

民
生
委
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
視
点
か
ら
も
連
絡
先
を
一
般
に

公
開
し
て
い
な
い
。

中条中央病院 黒川病院

外
国
人
の
状
況
に
つ
い
て

民
生
委
員
児
童
委
員
・

　

主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て

羽 田 野  孝 子  議 員
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一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

福祉まるごと相談窓口について

議
員
　
体
育
祭
や
運
動
会
、
文
化

祭
に
つ
い
て
は
充
実
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が
減
少
す

る
中
で
今
後
そ
れ
ら
行
事
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
数
が
減
少
す

る
中
で
各
校
が
学
校
の
規
模
に
応

じ
た
工
夫
や
内
容
の
精
選
を
行

い
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
関
わ

る
行
事
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
、

そ
の
教
育
的
意
義
は
発
揮
さ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
は
、
児
童
生
徒
の
成
長
に
つ
な

が
る
教
育
効
果
を
高
め
る
観
点
か

ら
、
規
模
や
状
況
に
応
じ
た
工
夫
、

改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
内
の
児
童
生
徒
が
共
通

の
意
識
を
持
ち
、
一
つ
の
こ
と
を

や
り
遂
げ
る
の
は
交
流
活
動
の
充

実
を
図
る
よ
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る
よ

う
な
行
事
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

本
市
で
は
小
学
４
年
生

に
よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
祭
や
小
学

６
年
生
に
よ
る
親
善
陸
上
競
技
会

な
ど
、
共
通
の
目
標
に
向
け
て
取

り
組
む
機
会
を
設
け
て
い
る
。
今

後
も
交
流
の
在
り
方
を
工
夫
し
、

よ
り
一
体
感
や
達
成
感
を
育
む
取

組
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

教
育
環
境
に
つ
い
て

福祉まるごと相談窓口について

相談窓口

議
員
　
今
年
度
の
利
用
件
数
、
相

談
内
容
、
特
に
相
談
件
数
が
多
い

月
な
ど
は
あ
る
の
か
。

市
長　

令
和
８
年
１
月
末
時
点
で

の
相
談
件
数
は
95
件
で
、
相
談
内

容
の
主
な
内
訳
は
、
病
気
や
健
康
、

障
が
い
に
関
す
る
も
の
が
34
件
、

家
族
と
の
関
係
に
関
す
る
も
の
が

19
件
、
介
護
に
関
す
る
も
の
が
９

件
で
、
昨
年
同
様
、
相
談
は
４
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

議
員
　
令
和
元
年
に
開
設
し
７
年

目
に
な
る
が
、
開
設
当
初
と
最
近

で
相
談
内
容
の
変
化
は
あ
る
の

か
。

市
長　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
地

域
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
人
か
ら

の
日
常
的
な
電
話
連
絡
が
増
加
す

る
一
方
で
、
収
入
、
生
活
費
に
関

す
る
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
に
関
す

る
こ
と
の
相
談
割
合
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
生
活
困
窮
の
相

談
に
応
じ
る
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー

や
胎
内
市
社
協
、
高
齢
者
の
相
談

窓
口
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

関
係
機
関
と
な
お
一
層
の
連
携
を

図
り
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
相
談

の
早
期
解
決
に
丁
寧
に
対
応
し
て

い
く
。

坂 上  隆 夫  議 員
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一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

今冬の降雪について今冬の降雪について

議
員
　
要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し
助

成
事
業
の
委
託
に
お
け
る
雪
下
ろ

し
は
、
危
険
な
作
業
に
な
る
場
合

が
多
い
が
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

委
託
契
約
先
に
転
落
防
止

の
た
め
の
器
具
を
使
用
す
る
よ
う

お
願
い
を
し
て
い
る
。

議
員
　
ア
ン
カ
ー
設
置
の
助
成
率

を
引
き
上
げ
る
な
ど
安
全
の
た
め

に
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

補
助
制
度
が
あ
ま
り
利
用

さ
れ
て
い
な
い
の
で
検
討
し
て
み

た
い
と
思
う
。
来
期
以
降
の
冬
の

課
題
に
し
た
い
。

議
員
　
要
援
護
世
帯
雪
下
ろ
し
助

成
事
業
の
対
象
外
で
あ
っ
て
も
仕

事
を
や
め
た
ば
か
り
の
方
や
、
病

気
や
け
が
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な

い
方
に
対
し
て
今
期
だ
け
対
象
に

す
る
な
ど
の
柔
軟
な
対
応
は
可
能

か
。

福
祉
介
護
課
長　

事
情
を
伺
い
、

必
要
が
あ
れ
ば
対
象
と
し
て
い

る
。

議
員
　
過
去
に
対
応
し
た
ケ
ー
ス

は
あ
る
か
。

福
祉
介
護
課
長　

足
を
骨
折
し
て

雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い
方
を
対
象

と
し
た
事
例
が
あ
る
。

議
員
　
県
内
ス
キ
ー
場
に
お
い
て

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
開
発
が
進

ん
で
い
る
が
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

利
用
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

民
間
事
業
者
が
参
入
し
て

く
れ
る
か
を
見
定
め
た
上
で
方
針

を
定
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

議
員
　
投
票
率
を
上
げ
る
試
み
は

あ
っ
た
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

市

報

や

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
選
挙
の
周

知
に
加
え
、
防
災
無
線
や
防
災
ア

プ
リ
、
市
公
式
ラ
イ
ン
を
通
じ
て

投
票
日
や
期
日
前
投
票
の
案
内
を

行
っ
た
。
関
心
を
高
め
る
取
り
組

み
と
し
て
、
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
募
集
や
、
選
挙
に
関
す
る
出
前

授
業
の
活
用
を
小
中
学
校
に
依
頼

し
て
い
る
。

議
員
　
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
入

場
券
の
配
布
が
遅
れ
た
よ
う
だ

が
、
混
乱
は
な
か
っ
た
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

入
場
券
が
な

く
て
も
投
票
で
き
る
旨
を
防
災
無

線
や
防
災
ア
プ
リ
、
ラ
イ
ン
を
使

い
周
知
し
た
。
入
場
券
の
問
い
合

せ
は
20
件
程
度
あ
っ
た
が
、
受
付

で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
混
乱
も
な

か
っ
た
。

胎内スキー場

胎
内
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

選
挙
に
つ
い
て

増 子  達 也  議 員
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一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

農業水利施設の点検整備について農業水利施設の点検整備について

議
員
　
水
田
未
整
備
地
の
老
朽
化

し
た
農
業
用
水
路
（
Ｕ
字
溝
）
の

点
検
整
備
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
今
後
整
備
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

市
長　

土
地
改
良
区
の
管
理
区
域

内
は
各
管
理
区
で
、
管
理
区
域
外

は
関
係
す
る
農
業
者
が
点
検
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
現
在
改
修
の
予

定
は
な
い
が
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

議
員
　
ほ
場
整
備
す
る
こ
と
で
解

決
す
る
と
思
う
が
、
土
地
改
良
区

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
事
業
を
推
し

進
め
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

環
境
を
整
え
、
後
押
し
で

き
る
部
分
が
あ
れ
ば
努
め
て
い

く
。
要
望
や
働
き
か
け
、
合
意
形

成
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
時
に

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
話

を
進
め
る
こ
と
に
意
を
用
い
て
い

き
た
い
。

議
員
　
働
く
意
欲
と
能
力
を
持
つ

女
性
の
就
業
継
続
に
は
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ

る
が
、
当
市
に
お
い
て
多
様
な
働

く
場
所
は
あ
る
の
か
。

市
長　

市
で
は
、
第
４
次
胎
内
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
に
お
い

て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
、
働
く
場
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
促
進
を
掲
げ
、
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。

議
員
　
色
々
な
施
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
成
果
は
出
て
い
る
の
か
。

市
長　

様
々
な
外
部
機
関
や
審
議

会
組
織
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

格
段
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
市
役
所
の
幹
部
職
員
に
女

性
が
少
な
い
と
感
じ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
5.6
％
で
十
分
な
水
準
と
は

言
え
な
い
が
、
登
用
に
は
指
導
能

力
や
適
性
に
基
づ
き
適
任
者
を
配

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
年
世
代

の
女
性
職
員
を
市
政
の
企
画
や
総

務
管
理
部
門
に
配
属
し
、
重
要
な

職
務
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
な
ど

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

議
員
　
市
に
お
い
て
長
期
に
休
職

し
て
い
る
教
職
員
の
人
数
と
理
由

を
伺
う
。

教
育
長　

２
月
末
時
点
で
連
続
30

日
以
上
の
長
期
休
職
者
は
小
中
学

校
併
せ
て
６
名
で
、
精
神
的
不
調

が
４
名(

現
在
復
職)

、
け
が
や

病
気
が
２
名
と
な
っ
て
い
る
。
精

神
的
不
調
に
は
児
童
生
徒
と
の
関

係
づ
く
り
に
対
す
る
悩
み
、
職
場

で
の
人
間
関
係
等
の
様
々
な
ス
ト

レ
ス
が
あ
る
。

議
員
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
大
切

で
あ
る
が
そ
の
対
策
は
。

教
育
長　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
、
専
門
員
の
相
談
体
制
、
継

続
的
な
面
談
を
行
い
、
実
効
性
の

あ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
着

実
に
進
め
て
行
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

農業水利施設

女
性
の
能
力
活
用
に
つ
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

休
職
し
て
い
る
教
職
員
へ
の
対
応
と

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

農業水利施設

小 野  德 重  議 員
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一般質問

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。
各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
専
用
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

空き家対策について空き家対策について

胎内市美術館

議
員
　
５
年
に
一
度
行
う
、
市
内

全
域
の
空
き
家
実
態
調
査
を
令
和

７
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
実
施
し

た
が
、
そ
の
調
査
結
果
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
。

市
長　

空
き
家
の
総
数
は
797
棟
で

214
棟
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
在
、
所
有

者
等
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
調
査
結

果
を
精
査
し
た
上
で
、
所
有
者
へ

の
適
正
管
理
を
促
し
た
り
、
地
域

と
空
き
家
の
利
活
用
に
対
し
て

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
等
、
空
き
家

の
適
正
管
理
の
推
進
に
努
め
る
。

議
員
　
空
き
家
等
総
合
相
談
窓
口

が
開
設
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
ま
で

の
相
談
件
数
と
内
容
を
伺
う
。

市
長　

令
和
７
年
度
は
12
月
末
時

点
で
の
相
談
件
数
で
、
流
通
・
活

用
に
関
す
る
も
の
が
８
件
、
相
続

に
関
す
る
も
の
が
７
件
、
解
体
に

関
す
る
も
の
が
39
件
、
維
持
管
理

に
関
す
る
も
の
が
13
件
、
苦
情
が

30
件
、
そ
の
他
が
２
件
で
、
合
計

99
件
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
は
、

解
体
、
維
持
管
理
、
相
続
な
ど
、

空
き
家
の
処
分
や
管
理
に
関
す
る

実
務
的
な
相
談
が
増
加
し
て
い

る
。

議
員
　
空
き
家
等
解
体
補
助
金
の

相
談
件
数
と
申
請
件
数
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

相
談
件
数
が
36
件
、
現
地

調
査
数
が
４
件
、
申
請
及
び
交
付

決
定
に
至
っ
た
件
数
は
１
件
で
あ

る
。
決
定
件
数
が
少
な
い
要
因
は
、

国
の
補
助
制
度
に
お
け
る
不
良
度

判
定
の
基
準
が
高
く
、
相
談
を
い

た
だ
い
た
物
件
の
多
く
が
要
件
に

該
当
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
為
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、

所
得
要
件
は
令
和
７
年
度
と
同
様

と
し
な
が
ら
も
、
国
の
基
準
に
該

当
し
な
い
住
宅
に
つ
い
て
も
解
体

費
用
の
２
分
の
１
、
上
限
50
万
円

を
補
助
す
る
市
独
自
の
制
度
を
新

た
に
設
け
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

制
度
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
樽
ケ
橋
エ
リ
ア
の
活
性
化

に
対
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

樽
ケ
橋
エ
リ
ア
は
樽
ケ
橋

遊
園
や
美
術
館
を
中
心
に
賑
わ
い

が
あ
る
が
、
次
年
度
実
施
す
る
樽

ケ
橋
エ
リ
ア
内
３
施
設
で
利
用
で

き
る
周
遊
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行

や
、
そ
の
エ
リ
ア
を
含
む
市
内
全

域
を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
通
じ
て
、
多
く
の

観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
い
き
た

い
。

今
後
の
観
光
施
設

　
　
　
　

に
つ
い
て

坂 上  清 一  議 員
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令和８年 第１回定例会議決結果
全会一致で可決された議案

令和７年度補正予算

・一般会計補正予算（第 10 号）【専決】
・一般会計補正予算（第 11 号）【専決】
・一般会計補正予算（第 12 号）
・一般会計補正予算（第 13 号）
・後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
・介護保険事業特別会計補正予算（第５号）
・地域産業振興事業特別会計補正予算（第３号）
・鹿ノ俣発電所運営事業特別会計補正予算（第２号）

条例の一部改正

・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・社会体育施設条例の一部を改正する条例
・集会所条例の一部を改正する条例
・災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
・介護保険条例の一部を改正する条例
・築地農村環境改善センター条例の一部を改正する条例
・生活改善センター条例の一部を改正する条例
・消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の

一部を改正する条例

・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例等の一部を改正する条例

条例の制定

・デイサービスセンター条例
・特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例

条例の廃止

・風倉発電所運営事業基金条例を廃止する条例
・認定こども園条例を廃止する条例

令和８年度当初予算

・国民健康保険事業特別会計予算
・介護保険事業特別会計予算
・黒川歯科診療所運営事業特別会計予算
・地域産業振興事業特別会計予算
・鹿ノ俣発電所運営事業特別会計予算
・公共下水道事業会計予算
・農業集落排水事業会計予算
・水道事業会計予算
・簡易水道事業会計予算
・工業用水道事業会計予算

その他

・財産の無償譲渡について【中村浜地内】
・財産の無償譲渡について【川合集落開発センター】
・財産の無償譲渡について【持倉生活改善センター】
・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について【黒川東部】
・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について【築地南部】
・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について【築地西部】
・過疎地域持続的発展計画の策定について

指定管理者の指定

・公の施設に係る指定管理者の指定について【苔実区】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【下館自治会】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【黒俣自治会】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【蔵王区会】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【東牧自治会】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【近江新集落】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【塩沢集落】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【下江端自治会】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【坪穴集落】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【塩谷集落】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【宮久区会】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【前山台集落】
・公の施設に係る指定管理者の指定について【㈱胎内リゾート】

賛否が分かれた議案（2件）
森

本

将

司

平

井
　
　

孝

渡

邉

雅

茂

増

子

達

也

筧
　
　

智

也

坂

上

隆

夫

羽
田
野
　
孝
　
子

佐

藤

武

志

渡

辺

秀

敏

坂

上

清

一

小

野

德

重

渡

辺

栄

六

天

木

義

人

渡

辺

宏

行

丸

山

孝

博

議決結果 賛成※ 反対※

一般会計予算　　　　　　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ × 原案可決 11 4

後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 13 1

議　員　名

議　案　名

「原案可決」：全員賛成または、賛成多数により可決。
「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決されたもの。
※ 議長は地方自治法第 116 条により表決には参加しないため、表決に参加する全議員数は 15 名。
※ 賛成者は「〇」、反対者、または賛成以外は「×」、欠席は「欠」、退席（棄権）は「退」。
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議 員 討 論 一般会計・後期高齢者医療特別会計については、反対、
賛成に分かれて討論が行われました。

反 対 討 論

反 対 討 論

賛 成 討 論

賛 成 討 論

天 木 義 人  議 員

丸 山 孝 博  議 員

筧 　 智 也  議 員

坂 上 隆 夫  議 員

　生涯学習施設基本設計委託料は９，

２３４万５，０００円であり、嘉平山に建設す

ることに反対である。建設予定地の決定

権は議会にはなく、それに係る予算案に

反対するしかない。

　生涯学習施設については、老朽化した

現在の中央公民館と図書館の機能を合わ

せた複合施設の建設に向け、令和元年よ

り胎内市生涯学習施設整備検討委員会を

設置して検討されてきた。

　建設予定地は、市街地から遠く、徒歩

や自転車では難しく、車を利用しなけれ

ばならない。山間地のため、熊や猿等の

出没も考えられ、冬季間や夜間の利用も

大変不便な場所である。また、嘉平山に

はライフラインが整っていない。道路整

備、上下水道、電気設備に加え、その地

形は高低差があり、造成・整地などに多

額の経費が必要になる。

　以上のことから令和８年度一般会計予

算に反対する。

　後期高齢者医療制度は２年ごとに

保険料の見直しが行われ、胎内市の

令和８年度と令和９年度の保険料は

年額６万５，６７５円で、１万１，２２２円、

１０．２８％の値上げである。

　反対する第一の理由は、すでに過重な

保険料をさらに引き上げることは、高齢

者の命を脅かしかねないからである。深

刻な物価高、加入者約５，７００人のうち、

ほとんどの高齢者は少ない年金収入のみ

で、さらなる保険料の値上げは大きな負

担になる。県広域連合の財政安定化基金

のさらなる活用や国、県の財政措置によ

る負担軽減こそ必要である。

　第二の理由は、必要な社会保障は自己

負担の増額ではなく国の財源で賄うべき

だからである。　

　国の社会保障抑制方針によって、現役

世代も年金世代も、苦しめられ続けてき

た。少子化対策も医療費への対策も国の

財源で賄うべきである。

　本予算は、次世代が希望を持てるまち

となっていくために必要な施策が確実に

推進されていく必要があり、生涯学習施

設の整備や小中学校再編などの大規模事

業が控えていることを踏まえ、様々な配

慮がなされていると思われる。

　激甚化・頻発化している自然災害への

備えや、地域コミュニティの維持・活性

化の下支え、有害鳥獣対策の強化、地域

全体で子育てを支え合うまちの実現に向

けた胎内市子ども計画の策定など、幅広

い年代を対象としており、財政調整基金

の繰入額を前年度よりも抑えた上で、各

事業へ十分な予算配分がなされている。

　健全な財政運営を通じて、住民の生活

向上と地域発展が実現されることを期待

する。

　後期高齢者医療制度は、新潟県後期高

齢者医療広域連合が運営主体となり、市

町村と連携しながら事業運営を行ってい

る。

　保険者である広域連合は、将来の被保

険者数や医療給付費を推計し、安定的な

財政運営に必要となる保険料率を定める

ことが役割のひとつであり、令和８年度

及び令和９年度後期高齢者医療保険料率

の改正は、増え続ける医療給付費を賄い

持続可能な制度としていくために必要な

措置であり、十分に理解できる。

　なお、新たな保険料率の決定は、県内

各市町村議会の代表で構成される広域連

合議会において慎重に審議され、全会一

致で決定されたものである。

一
般
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
担
い

手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
そ
の
活

動
の
持
続
と
安
定
的
な
捕
獲
体
制
を

維
持
す
る
た
め
、
報
酬
の
増
額
を
行

う
も
の
。

質
問
　
出
動
要
請
と
自
主
パ
ト
ロ
ー

ル
へ
の
対
応
の
違
い
は
。

答
弁　

緊
急
銃
猟
に
対
す
る
出
動
要

請
に
対
し
て
は
稼
働
時
間
に
関
わ
ら

ず
１
日
２
万
円
で
設
定
し
、
自
主
パ

ト
ロ
ー
ル
は
時
給
３
千
円
で
申
告
制

と
し
確
認
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

質
問
　
金
額
制
定
の
根
拠
は
。

答
弁　

猟
友
会
市
内
４
分
科
会
の
会

長
、
事
務
局
と
の
話
し
合
い
を
行

い
、
近
隣
市
の
状
況
も
勘
案
し
て
設

定
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
の

改
正
に
よ
り
、
税
額
算
定
の
際
に
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
が
導
入
さ

れ
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
８
年
度
か
ら

新
た
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

の
税
率
を
、
所
得
割
を
0.27
％
、
均
等

割
を
１
千
600
円
と
定
め
る
。
そ
の

分
、
医
療
分
に
つ
い
て
所
得
割
を

0.27
％
引
き
下
げ
、
均
等
割
を
１
千
600

円
引
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険

者
に
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

に
調
整
を
行
っ
た
も
の
。

質
問
　
全
世
帯
で
子
育
て
を
支
援
す

る
制
度
だ
が
、
一
人
当
た
り
の
負
担

額
は
平
均
で
い
く
ら
に
な
る
か
。

答
弁　

一
人
当
た
り
所
得
割
と
均
等

割
り
を
合
わ
せ
て
年
額
３
千
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問
　
令
和
８
年
度
か
ら
10
年
度
ま

で
段
階
的
に
増
額
さ
れ
る
が
、
ど
の

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま

で
の
３
か
年
を
計
画
期
間
と
し
て
、

整
備
を
進
め
て
い
る
黒
川
東
部
辺
地

に
つ
い
て
、
事
業
費
の
増
額
と
新
規

事
業
に
伴
い
そ
の
計
画
を
変
更
す
る

も
の
。

質
問
　
特
産
物
加
工
施
設
（
み
ゆ
き

庵
）
改
修
と
あ
る
が
厨
房
の
改
修
か
。

答
弁　

厨
房
の
老
朽
化
と
動
線
見
直

し
の
た
め
の
改
修
で
あ
る
。

質
問
　
当
該
施
設
は
築
何
年
に
な
る

か
。
利
益
は
出
て
い
る
の
か
。

答
弁　

昭
和
56
年
建
築
で
収
支
は
毎

年
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

　
付
託
さ
れ
た
他
11
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

く
ら
い
増
額
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　

年
間
で
お
お
よ
そ
１
千
円
ず

つ
上
が
っ
て
い
く
。

質
問
　
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
は
い

く
ら
で
、
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
の
か
。

答
弁　

お
お
よ
そ
１
千
500
万
円
弱
見

込
ん
で
い
る
が
、
繰
越
金
を
充
て
る

予
定
で
あ
る
。

　
付
託
さ
れ
た
他
６
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

議
会
だ
よ
り
２
月
13
日
号
、
会
派
構

成
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
次
の
と
お
り
で
す
。

17
ペ
ー
ジ
（
誤
）「
胎
生
会
」

　
　
　
　

 

（
正
）「
胎
政
会
」

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
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生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

持
倉
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
施
設
の
処
分
制
限
期
限
の
38
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
や
、
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
が
今
年
度
で
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
持
倉
集
落
に
無
償

譲
渡
し
た
く
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

質
問
　
旧
黒
川
村
は
指
定
管
理
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
今
後
も
処

分
期
間
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
は
同
じ
よ

う
に
な
る
の
か
。

答
弁　

財
産
処
分
制
限
が
過
ぎ
た
集

落
は
現
在
12
集
落
で
、
今
後
無
償
譲

渡
に
な
る
。
し
か
し
１
集
落
に
お
い

て
は
世
帯
数
が
少
な
く
、
施
設
の
維

持
管
理
が
難
し
い
と
の
理
由
で
無
償

譲
渡
を
希
望
し
な
い
と
い
う
集
落
も

あ
っ
た
。
今
後
は
指
定
管
理
制
度
を

利
用
し
な
が
ら
集
落
で
管
理
し
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
集
落
と
の
合
意
形
成
は
で
き

て
い
る
の
か
、
市
か
ら
一
方
的
な
説

明
で
終
わ
っ
て
い
な
い
か
。

答
弁　

昨
年
９
月
頃
、
持
倉
集
落
の

区
長
に
説
明
し
、
そ
の
後
無
償
で
譲

り
受
け
た
い
と
の
要
望
を
受
け
た
。

ま
た
こ
の
指
定
管
理
は
当
初
国
県
の

補
助
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
で
、

処
分
制
限
期
間
が
過
ぎ
な
い
と
譲
渡

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
処
分

期
間
が
経
過
後
に
無
償
譲
渡
す
る
と

い
う
話
を
昨
年
に
11
集
落
の
区
長
に

も
伝
え
て
い
る
。

　
付
託
さ
れ
た
他
17
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

新発田地域広域事務組合 新庁舎整備事業
「地域住民の暮らしを
　守る、安心・安全の拠点」

　議会では、令和７年９月１９日に、建
設中の新庁舎を視察した。
　建設から約50年が経過し老朽化した、
広域合同庁舎と消防本部・新発田消防署
を一体化する建物で、建設率６０％程度
の段階であった。今後、内装や機材搬入
などがされるとのこと。

【その後】令和８年３月２２日竣工式が行
われ、４月１日より運用開始。
　国道７号沿いに建設され、地上３階建て
の庁舎、訓練棟、ヘリポートなどが整備さ
れており、建築工事費は約４２億円。
　市街地から沿岸部、山間部まで広範囲に
住まう人々が安心して生活するための拠り
所となることでしょう。

持倉生活改善センター

新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！新庁舎開放イベントが開催されます！

１日消防署長（元SKE48 田辺美月さん）
救助技術大会試技披露・消防団連携訓練
濃煙体験・訓練棟見学・消防車両展示
防災関連企業コラボイベント
ゆるキャラコーナー など 盛りだくさん！

日時 令和８年５月３１日（日） ９：３０～１５：３０ ※荒天時中止
場所 新発田市中田町３丁目３０番地２  新発田地域広域事務組合消防本部

各種
イベント
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務
文
教
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厚
生
環
境
常
任
委
員
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地
域
み
ら
い
留
学
に
つ
い
て

　

市
が
実
施
す
る
中
条
高
校
へ
の
地

域
み
ら
い
留
学
の
現
況
に
つ
い
て
、

担
当
課
に
確
認
で
き
て
い
る
内
容
を

委
員
間
で
共
有
し
た
。

　

３
人
の
枠
を
設
け
た
初
年
度
、
早

速
１
名
の
応
募
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
、
今
後
、
学
生
生
活
に
お
け
る
住

居
費
や
食
費
の
半
分
程
度
を
市
で
支

援
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

　

今
後
広
く
認
知
さ
れ
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

中
条
高
校
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
発
表
会

　

産
業
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
た
発
表
会
は
中
条
高
校
独

自
の
探
究
学
習
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
「
胎
内
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
地
域
と
共
に
中
条
高
校
生
を
育
て

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
地
元
企

業
、
地
域
の
社
会
人
や
大
学
、
胎
内

黒
川
病
院

　

平
成
４
年
12
月
に
新
築
移
転
。
急

性
期
病
棟
・
慢
性
社
会
復
帰
病
棟
・

認
知
症
病
棟
で
合
計
263
床
。
令
和
７

年
末
入
院
患
者
は
238
人
で
、
う
ち
胎

内
市
民
は
98
人
。
外
来
は
令
和
７
年

３
月
１
か
月
の
人
数
は
927
人
で
、
う

ち
胎
内
市
民
は
423
人
で
あ
っ
た
。
職

員
は
210
人
で
、
う
ち
胎
内
市
民
は
97

人
で
あ
っ
た
。
議
員
の
質
問
で
、
児

童
の
診
察
は
し
て
い
な
い
が
高
校
生

か
ら
受
け
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。

中
条
中
央
病
院

　

平
成
２
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
。

令
和
６
年
度
の
実
績
で
は
、
外
来

患
者
総
数
は
５
万
２
千
人
、
入
院

ベ
ッ
ド
数
は
90
床
で
入
院
延
患
者

数
２
万
８
千
572
人
。
外
来
入
院
共
７

割
以
上
が
胎
内
市
民
で
あ
っ
た
。
休

市
と
連
携
し
て
地
域
学
習
を
行
い
な

が
ら
地
域
貢
献
活
動
を
行
う
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
課
題
や
目
的
別

に
調
査
を
行
っ
た
26
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
事
前
に
選
ば
れ
た
６
グ
ル
ー
プ
が

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
、
外
部
審
査

員
に
よ
る
審
査
を
受
け
、
最
優
秀

賞
・
審
査
員
特
別
賞
な
ど
が
選
出
さ

れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
中
条
高
校
ら
し

さ
」
を
携
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
と

と
も
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
う

場
と
な
っ
た
。

日
・
夜
間
の
救
急
患
者
を
638
人
受
け

入
れ
て
い
た
。
職
員
数
は
157
人
で
、

う
ち
胎
内
市
民
は
73
人
で
あ
っ
た
。

　

両
病
院
は
、
患
者
・
職
員
と
も
胎

内
市
民
の
割
合
が
高
く
、
市
に
と
っ

て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
と
認

識
し
た
。
両
病
院
と
も
職
員
不
足
と

光
熱
費
・
物
価
高
騰
で
経
営
困
難
と

聞
い
た
。
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く

に
は
国
県
及
び
市
の
支
援
が
必
要
と

感
じ
た
。

　

１
月
14
日
に
、
地
域
み
ら
い
留
学
と
中
条
高
校
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー

発
表
会
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
２
月
９
日
、
市
内
の
病
院
２
か
所
を
訪
ね
、

病
院
の
概
要
と
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
き
た
。

地域アカデミー発表会

中条中央病院
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ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

人
手
不
足
と
物
価
高
騰
に
つ
い
て

　

人
手
不
足
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
感

じ
は
な
か
っ
た
が
、
物
価
高
騰
は
苦

慮
し
て
い
る
の
が
は
っ
き
り
と
感
じ

ら
れ
た
。
特
に
飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス

業
は
、
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
て
い

な
い
事
業
者
が
多
い
よ
う
だ
。
毎
年

10
月
に
は
最
低
賃
金
が
更
新
さ
れ
る

た
め
、
仕
入
れ
も
上
が
る
、
し
か
し

客
離
れ
に
つ
な
が
る
た
め
安
易
に
価

格
転
嫁
で
き
な
い
と
い
っ
た
苦
し
い

現
状
を
確
認
で
き
た
。

胎
内
市
の
特
産
品
に
つ
い
て

　

沢
山
の
特
産
品
が
あ
る
の
に
も
関

わ
ら
ず
、
実
際
に
は
無
い
に
等
し
い

現
状
が
感
じ
ら
れ
た
。
胎
内
市
産
の

農
産
物
や
加
工
品
に
つ
い
て
は
評
判

が
良
い
と
も
聞
く
の
で
、
販
売
戦
略

を
一
か
ら
見
直
し
、
観
光
協
会
は
も

と
よ
り
、
自
治
体
や
商
工
会
、
農
協

や
生
産
者
、
学
校
や
地
域
の
方
、
専

門
家
な
ど
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
根

気
づ
よ
く
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
た
。

　

そ
の
他
の
テ
ー
マ
で
も
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
議
会

運
営
に
役
立
て
い
き
た
い
。

　

２
月
２
日
に
胎
内
市
商
工
会
（
商
業
部
会
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
）
と

議
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

複
数
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

（1）防災について
（2）選挙の投票環境について
（3）市の情報発信について

（1）子育てしやすい環境づくりについて
（2）医療、福祉の充実について
（3）健康づくりの推進について

（1）観光資源と集客について
（2）安心・安全で暮らしやすい街づくりについて
（3）農業と特産品について

5.24

皆さまの声をおきかせください！
常任委員会ごとにテーマを設定していますので、
ご興味のある委員会を事前にお知らせください。

胎内高原ワイナリー
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本会議をライブ中継で
配信中です！

　本会議の様子をユーチューブで生配信しています。
詳しくは、専用コードまたは市ホームページ「市議会」
をご覧ください。過去の映像もご覧いただけます。
　本会議の様子は、本庁舎１階ロビー及び産業文化
会館（ロビー）でも視聴できます。

※本会議を傍聴する場合は
本会議当日に本庁舎５階
にお越しください。

配信は
こちら

　
灰
色
の
季
節
が
終
わ
り
、
空
や
大
地
に
色

が
付
き
始
め
ま
し
た
。
春
は
桜
、
そ
し
て

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
色
と
形
で
目

と
心
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
号
で
は

ペ
ー
ジ
内
に
も
花
を
新
た
に
配
置
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
読
ま
れ
た
方
も
、
こ
れ
か
ら
読

ま
れ
る
方
も
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
読
み
づ
ら
い
と
ご
意
見
の
あ
っ
た

文
字
色
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
読
み
や
す
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

(

森
本 

将
司
記)

印
刷

株
式
会
社
須
貝
印
刷

◆
令
和
８
年
４
月
30
日

八
幡
元
弘

令和８年第２回定例会の日程

６月 ２日 本会議（初日）

  ５日 議会運営委員会

  ９日 総務文教常任委員会

  10日 厚生環境常任委員会

  11日 まちづくり常任委員会

　　18・19日 一般質問

  23日 本会議（最終日）

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
図

書
館
司
書
で
す
。
小
さ
い

頃
か
ら
本
が
大
好
き
で
、

図
書
館
は
、
私
に
と
っ
て

落
ち
着
く
場
所
だ
か
ら
で

す
。

　
家
族
や
友
達
、
先
生
が

い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
の

で
、
た
く
さ
ん
勉
強
を
頑

張
っ
て
夢
を
叶
え
た
い
で

す
。

胎
内
小
学
校　

６
年

鈴す
ず

木き 

美み

南な

み

さ
ん
の

作
品
で
す
。

２０２６ ※いずれの日程も傍聴可能。

（
予
定
）

No.７
By IKE

意味 きき分けがない様子

市全域で使用

だだわげね
なまってなまってらんでらんで にゃんにゃんなまってなまってらんでらんで にゃんにゃん 表紙の写真

将来の夢は…
左から

尊（たける）さん 小６
『ゲーム実況者』
渉（わたる）さん 小４
『銀の盾がもらえる
ようなユーチューバー』
唯（ゆい）さん 年長
『ママ』


